
　
登
下
校
時
の
交
通
安
全
防
止
に
つ
な
げ
よ

う
と
、
岩
槻
蓮
田
地
区
交
通
安
全
協
会
か
ら

市
内
の
小
中
学
校
等
に
交
通
安
全
啓
発
の
横

断
幕
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
交
通
安
全
の
意

識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
登
下
校
時
の

児
童
や
通
行
人
、
運
転
手
の
か
た
た
ち
の
目

に
留
ま
り
や
す
い
校
門
な
ど
に
取
り
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
岩
槻
蓮
田
地
区
交
通
安
全
協
会
副
会
長
の

内う
ち

村む
ら

寛ひ
ろ
し

さ
ん
は
、「
児
童
の
目
に
入
る
場
所

に
配
置
し
て
い
る
の
で
、
交
通
安
全
の
意
識

交通安全横断幕寄贈

を
高
め
る
の
に
効
果
的
か
と
思
い
ま

す
。
啓
発
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
で

交
通
事
故
の
抑
制
に
つ
な
が
っ
て
ほ

し
い
で
す
。
悲
し
い
交
通
事
故
を
一

件
で
も
減
ら
す
た
め
に
、
交
通
事
故

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
、
今
後

も
会
員
一
同
で
力
を
合
わ
せ
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
」
と
力
強
く
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影

響
を
受
け
た
、
県
内
の
農
林
水
産
物
を
活
用

し
た
加
工
食
品
を
製
造
・
販
売
す
る
県
内
食

品
加
工
事
業
者
等
を
応
援
す
る
た
め
に
開
催

さ
れ
た
、
M
a
d
e 

in 

S
A
I
T
A
M
A 

優
良
加
工
食
品
大
賞
2
0
2
1
。
第
1
回
の

開
催
と
な
っ
た
今
回
、
35
点
の
応
募
の
中
か

ら
、市
内
の
株
式
会
社
岩
崎
食
品
工
業
の「
埼

玉
名
物
肉
汁
う
ど
ん
」
が
大
賞
を
受
賞
し
、

埼
玉
県
知
事
公
館
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
大お

お

野の

元も
と

裕ひ
ろ

埼
玉
県
知
事
よ
り
賞
状
な
ど
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　
株
式
会
社
岩
崎
食
品
工
業
の
神か

ん

田だ

広ひ
ろ

人と

代
表
取
締
役
社
長
は
、「
こ
の

よ
う
な
名
誉
な
賞
を
受
賞
す
る
こ
と

が
で
き
て
う
れ
し
い
気
持
ち
で
胸
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。
蓮
田
市
の
名
物
と

し
て
今
後
も
事
業
を
広
め
、
日
本
一

の
う
ど
ん
屋
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
」と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「埼玉名物肉汁うどん」が大賞を受賞

埼玉県知事公館
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４
月
２
日
の
オ
ー
プ
ン
に
先
駆
け
、
蓮
田

駅
西
口
行
政
セ
ン
タ
ー
開
設
記
念
式
典
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
検
温
と
消

毒
、
身
体
的
距
離
の
確
保
な
ど
の
感
染
症
対

策
を
実
施
し
、
関
係
者
の
み
の
出
席
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
中な

か

野の

和か
ず

信の
ぶ

市
長
と
関
係
者
の
か

た
に
よ
る
蓮
田
駅
西
口
行
政
セ
ン
タ
ー
開
設

記
念
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
蓮
田
駅
西
口
第
一
種

市
街
地
再
開
発
事
業
竣
功
記
念
碑
除
幕
式
が

執
り
行
わ
れ
、
式
典
は
大
成
功
の
う
ち
に
終

駅西口の
新たな
シンボル

了
し
ま
し
た
。

　
蓮
田
駅
西
口
行
政
セ
ン
タ
ー
は
、

利
用
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
利
便
性
の
高
い
施
設
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
は
蓮
田
駅
西
口
の
新

た
な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
誰
も
が
利

用
で
き
る
施
設
と
し
て
、
蓮
田
駅
西

口
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
き

ま
す
。

3/28

菜の花畑（ 3月17日・パルシー、ハストピア脇）

　広さ1.7ヘクタールの花畑一面
に咲き誇る菜の花。パルシー・
ハストピア脇に咲いている菜
の花が見頃を迎えていました。
花畑の周辺では、景色を楽しみ
ながら散歩をする人や、写真撮
影をしている人がいました。中閏戸
地区閏会会長の常

つね

見
み

淳
じゅん

さん（写真右）と前会長
の齋

さい

藤
とう

重
しげ

信
のぶ

さん（同左）は、「ぜひ多くの人にこ
の名所を知ってほしいです」と
話してくれました。

　空き缶に好
きな色を塗っ
たり、絵を描いたりして、オリ

ジナルの植木鉢を作るイベント。
参加者は植木鉢作りに夢中で取り

組み、物を捨てずにリサイクルして活用する方法
を楽しく学んでいました。横

よこ

山
やま

邦
くに

雄
お

さん（写真中
央）、吉

よし

田
だ

みつ子
こ

さん（同左）、齋
さい

藤
とう

由
よし

枝
え

さん（同
右）は、「完成した植木鉢に何を植えようか今か
ら楽しみです」と笑顔で話してくれました。

空き缶で植木鉢作り（ 3月26日・エコプラザ蓮田白岡環境センター内）

わくわく！
オリジナルの植

木鉢

菜の花に包まれて

蓮田駅西口
行政センター

蓮田駅西口行政センター開設記念テープカット

蓮田駅西口第一種市街地再開発事業竣功記念碑除幕式

（左から）内
うち

村
むら

寛
ひろし

副会長、小
こ

宮
みや

彰
あきら

会長、秋
あき

永
なが

恵
え

里
り

校長、香
か

山
やま

和
かず

昭
あき

校長（左から）内
うち

村
むら

寛
ひろし

副会長、小
こ

宮
みや

彰
あきら

会長、秋
あき

永
なが

恵
え

里
り

校長、香
か

山
やま

和
かず

昭
あき

校長
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